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遠藤三郎提出論文内容要旨
研究目的
 胆石切片の顕微鏡的所見については現在迄多数の報告があるが,胆石の鉱物学的所見とその
 化学成分との比較,又は顕微鏡的に分類された胆石の種類と胆嚢組織像との関係などについて
 は未だ充分検討されていない。当教室八太は先に胆石の化学的性状に関する報告を行ったが,
 著者はこの研究に引続き上述の問題に検討を加え,胆石の生成機構解明に資せんとした。
 検索材料並びに方法
 昭和16年より昭和35年に至る18年間に武藤外科教室で摘出した222例226個の胆
 石(胆嚢結石154個,総胆管結石69個,胆管結石5個)を対象とし,全結石をレ:/トゲン
 撮影后,胆石の研磨薄片を作製し,鉱物顕微鏡により親祭した。
検嚢成績
 先づ著者は検索の対象とした胆石をその顕微鏡的構造より放線状構造,放線層状構造,層状
 構造,無構造,混合構造,特殊構造の6種に分類した。その出現頻度はそれぞれ60例(26.5
 %),48例(21.2%),95例(42.O%),17例(Z5%),5例(2.2%)一例
 (0.4%)で,層状構造結石が最も多い。放線状構造結石,放線層状構造結石がこれに次ぐが,
 従来の報貨に比し,放線状構造結石及び放線層状構造結石がかなり高い出現率を示した。
 放線状情造結石,放線屑耳・1構造結石共にコレステリン結晶が放線状に配列する構造で両者は
 ビリルビン色素の年輪状配列の有無により区別されるのみで,中心部構造,結晶の形態及び配
 列等は全く同一の性状を呈するものであった。両構造結石の化学成分を比較すると,放線状構
 造結石のコレステ・一ル平均含有量は88,18%(重量%),ビリルビン平均含有量は2.21
 %,放線層状構造結石のコレステ・一ル平均含有量は85.74%,ビリルビン平均含有量は
 4.06%で両構造結石の間でコレステ・一ル含有量に大差は見られ左かつた。両構造結石とも
 にコレステリン結晶の大きさ及び形態から比較的大型の束状結晶,扇状結晶,及び最も小型の
 針状結晶の5種が区別された・結晶の大きさとコレステ・一ル含有量との関係をみると,放線
 状構造結石の束状結晶型では平均88.59%,針状結晶型では8948%,放線層状構造結石
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 では束状結晶'型91.02%,金1状結晶型8917%でコレステ・一ル平均含有量はいずれも近
 似であり,結晶の大きさとコレステ・一ル含有量との聞に何等の相関農1係も見出せなかった。
 層状構造物石及び無構造結石隙ビリルビン色素よりなる結郡,再1藩拭ビリルビンカ細論状に配列,後者
 は無構造塊状に'認められ.ビリルビン平均含有量は層状構造結石4Z29%,無構造結石』.
 4Z65%でほy同量であった。層状構造結石の溜状部分は,その巾のほy一定した規則正し
 い層発育を示す層の他に,波状,不整合,非整合等の層の不整発育を示す所見が認められた。
 胆石の所在部位別にその出現例数を見ると,規則正しい層発育の認められるものは,層状構
 造胆嚢結石49例中52例(65、5%),胆管結石44例中21例(4Z7%)で,胆嚢結石
 にそ」の出現率が高い。波状構造は胆嚢結石8例(16,5%),胆管結石16例(56.4%),
 不整合は胆嚢結石2例(4,1%),胆管結石6例(15.6%),非整合は胆嚢結石7例(14.5
 %),胆管結石9例(2a5%)でこれら溜の不整発育を示す所.見は,いずれも胆管結石に高
 率に認められた。
 次に鉱物学的に分類された結石の種類と胆嚢の炎症程度との関係について検索した。布石胆
 嚢の粘膜層には全例に,叉しばしば筋層,漿膜下に及ぶ軽重種々0)程度の急性,或は慢性炎症
 の見られることは先に当教室大槻が報告した。これ等炎症の程度を,1.主として急性炎所見の
 み認められるもの,2.僅かな小円型細胞浸潤と軽度の結合組織が認められた轍慢性炎,3.急
 性炎+軽度慢性炎,4.多数の小円型細胞浸潤と著明な結合組織を伴った高度慢性炎及び,5.急
 性炎十高度慢性炎の5群に分け,炎症程度各群にお・ける各種結石の出現頻度を見た。その結果
 は急性炎,急、性炎+轍慢性炎,急性炎+高度慢性炎の5群,すなわち急性炎の附加した群に・
 層状構造結石の出現率が甚だ高く.,層状構造結石は.1七較釣魚時間の1均に生成されるものど齪さ;ま晦
 総括並びに結論
 1.胆石を鉱物学的構造より放線状構造・放線層状構造・層状構造・無構造・混合構造・特
 殊構造の6種に分類したが,層状構造結石の出現率が最も高かった。
 2.放線状構造結石と放線層状構造結石のコレステ・一ル平均含有量は大差なぐ,叉両構造
 結石ともコレステリy結晶の大きさとコレステロール平均含有量との間に,何等の相関関係も
 認められたかった。
 5層状構造結石及び無構造結石のビリルビン平均含有量は何れも47%前后でほy同量て
 あった。
 4.II訓犬構造結石に於ては,層状部が規貝!圧しい発育を示す結石は胆嚢結石に多ぐ,不整合,
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 非整合,波型等の所見は総胆首結石に・多く認められたゴ
 5.易咄胆嚢の組織所見上,急性炎群,及び慢性炎群でも急性炎症の加わった群には層状構
 造結石が多ぐ認められた⊃
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審査結果 σ)
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男 旨
 胆石の鉱物顕微鏡所見とその化学成分とり比較,叉は顕微鏡的に分類された胆石の種類と胆嚢
 組織像との関係などについては夫だ充分検討されていない。著者は胆石り化学的性状に関する八
 木の研究に引き続き上述の問題に検討を加え,胆石の生成機構解明に資せんとしている。すたわ
 ち昭和16年より昭和55年に至る18年間に武藤外科教室で摘出した222例,226個の胆
 石(胆嚢結石154個,総胆管結石69飼,肝管結石5個)を対象として胆石の研磨薄片を作製
 し,鉱物顕微鏡により観察しているDそしてこれ等の知見をもとにして胆、百の砿物学的性状と化
 学的性状との比較,及び胆嚢組織線との囎連について検索を行ったが、以下著者の結論を要約す
 れぱ次`D通りであるo
 t胆石は鉱物学的構造よウ,放線1,に構造,放線層状構造一層状構造,無構造,混合構澁,特
 殊構造の6種に分類され,著者の材料では層状構造結石D出現率が最も高かった0
 2、放線状構造結石及び放線層状構造結石は共にコレステリン結晶が放線状に配列する催薩で
 あるが,コレステ・一ルの平均含有量については,両者の間に大差はみられないD叉両種結石に
 於いて,コレステリン結晶の大きとコレステロール平均含有量とID間にも何等の相関々係ほ認め
 られなかった0
 5.層状構造結石及ぴ無構造、結石のビリルビン平均含有量はほy近似である。
 4.履状構造結石に於いては,層状部が規則正しい発育を示す結石は,胆嚢結石にその出現率
 高く,不1整合こ.非旛倉..,皮壁等⑬潜の不整発育を示す所見は,」・Lサれ前趨旭蟹結石に出現率が高い。
 5.鋤出胆嚢の組織所見上,急性炎群,及び慢性炎群でも急性炎症の加つた騨には層状構造結
 石の出現率が甚だ高く∫層状構造結石は比較的短時間の間に生成されるものと推定された。
 以上著者は各種胆石の鉱物顕微鏡的所見を明らかにして,その分類を確立した。又それら所見
 と胆石の化学成分や胆嚢の組1葬弄的所見と比較検討しているが,それらの成績は胆石の生成機構
 や胆石症の理解に資するところ大である、
 一216一一
